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注文票　（電話、ファックス、メールにてお送りください）　　　　　QRコードからもご注文いただけます▶
沖縄カレンダー 部 福島カレンダー  部
日 韓 D V D 　　 枚 日韓ダウンロード版　　　□ 一般　　　□ 学生
沖縄証言DVD 枚

募　　　　　金　　　□日韓　　　　　　　円　　　□沖縄　　　　　　　円　　　□福島　　　　　　　円
　　　　　　　　　　　　　　

お名前（ふりがな）　　  　　　　　　　　　　　　　　電話番号
住　　　　　 所　　　〒　　　　　　　　　　　
メールアドレス
支　払　方　法　　　□ 振　込　　　□ クレジットカード

㈱たびせん・つなぐ

キリトリキリトリ

大西 健一 成島 美代子 前田 和則 中嶋 千尋 李胤守（イ・ユンス）

風化させてはならない「戦争の記憶」を未来へ
■沖縄戦の真実を静かに語る
米軍上陸が迫る1945年3月の沖縄。ある日突然、学徒兵部隊・「鉄血勤皇隊」に全校あげて召集された
沖縄師範学校。当時、古堅さんは師範学校予科1年、わずか15歳だった。記憶の地を実際に訪れた映
像を織り交ぜながら、多くの学友の命を奪った沖縄戦の真実を静かに語ります。

■命を削ってでも伝えたい
学友の死を語ろうとして言葉に詰まり、沈黙する古堅さん。南部への敗走時、おそらく死ぬまで頭
から離れないであろう母子の悲惨な姿についても言葉をふり絞ります。そこには「命を削ってでも」伝えたいという、強い思いがありま
した。

■平和を求める人々へのエール
米軍占領下でも平和と民主主義を求めて「不屈」にたたかった瀬長亀次郎。その後継者として「基地の島・沖縄」選出の衆院議員
として活躍した古堅さん。その「原体験」と証言は、戦の語り部の貴重な言葉であり、平和を求める人々への力強いエールです。

ご　案　内
沖縄戦の証言

DVD
絶賛発売中

ふ る げ ん

古堅 
さ ね よし

実吉
ふ る げ ん

古堅 
さ ね よし

実吉

～ 目の前に戦(いくさ)がやってきた  ～
私の沖縄戦体験から私の沖縄戦体験から私の沖縄戦体験から

定価：2,200円（税込）送料別

（株）たびせん・つなぐからのご挨拶
　今年後半、（株）たびせんは感染対策を講じた旅の実施への努力をつよめながら、コロナ禍で開拓した新
しい「人と人をつなぐ」形をいっそうつよめます。3つのグッズで3つの応援です。
　歴史問題で揺れ続ける日韓の交流と連帯、新基地とミサイル部隊増強に反対し平和の架け橋を目指す
沖縄、そして原発ノー、再生可能エネルギーへの取り組みをいそぐ福島。3つの国と地域、取り組みを応援
するため、みなさんと一緒に3つのグッズを広げていきましょう。このマガジンでは、各国と地域からの最新情
報や各国と地域のグッズ紹介をまとめています。
　人と人がつながる努力こそ困難を乗り越える力だと信じます。みなさんのお力添えを心からお願いします。

（株）たびせん・つなぐ代表取締役　大西  健一　

福島
カレンダー
福島
カレンダー

日韓平和をつなぐ歴史紀行動画日韓平和をつなぐ歴史紀行動画

沖縄
カレンダー
沖縄
カレンダー

「人と人をつなぐ」努力こそ困難を乗り越える力「人と人をつなぐ」努力こそ困難を乗り越える力
日韓・沖縄・福島応援プロジェクトにぜひお力をお貸しください

 
 徴用工問題など韓国のいま
韓国 民族問題研究所 金英丸（キム・ヨンファン）さん
 日本軍「慰安婦」歴史館　矢島宰さん
　　　　

沖縄 基地のある所に戦争がやってくる　
 辺野古抗議船船長 金井創さん

福島 食料・エネルギー併存の新しい農業をめざして
 特定活動法人野馬土代表理事 三浦広志さん

特 集 記 事

3つのグッズで3つの応援3つのグッズで3つの応援



　「現金化は韓日関係破綻を意
味する」という言説は日本にも
韓国にも、そして両国の市民社
会にも存在しますが、意味がわ
かりません。そもそも「破綻」
とは何なのでしょうか？ロシア
とウクライナのような状態です
か？現金化が実行されたら自衛
隊が独島に上陸したりソウルを
ミサイル攻撃する可能性がある
と本気で思っている人がいるの
でしょうか？逆に、韓国大使が
日本の首相に面会もできない現
状は友好国の通常の関係から見
ればすでに「破綻」していると
も言えます。結局「破綻…」の
言説は「これ以上やると大変な
ことになるぞ」と被害者を脅し
て、「もういい加減にあきらめ
ろ」と言っているに過ぎないの
です。

　皆さん、ご無沙汰しております。
ソウルの民族問題研究所・植民地歴
史博物館で活動している金英丸（キ
ム・ヨンファン）です。「たびせん」
を通じて日本から多くの方々が植民
地歴史博物館を訪ねて下さいました
が、残念ながらコロナのため皆さん
が韓国にいらっしゃることができな
くなり、もう2年半が過ぎました。
私自身も活動のために毎年10回あ
まり日本に行きましたが、コロナ事
態以降には日本へ行けなくなりまし
た。何より早い内に韓国や日本で東
アジアの平和を願う皆さんとお会い
することを切実に願っています。

 植民地主義の克服は
 世界史的な流れ
　私が冒頭で紹介したのは、日本で
長く訴訟闘争を通じて韓国の強制動
員被害者、日本軍‘慰安婦’被害者な

どの権利回復のために取り組んでこ
られた山本晴太弁護士が韓国のハン
ギョレ新聞のインタビューで語った
ことです。強制動員被害者が日本製
鉄、三菱重工業などを対象に2018
年韓国大法院で勝ち取った判決の履
行をめぐって現金化が執行されれば
韓日関係が破綻するだろうという話
が、最近韓国と日本のマスコミであ
ふれています。 
　2018年の大法院判決は、強制動
員被害者が20余年以上に渡り日本
と韓国の法廷でたたかい続けた末に
勝ち取った歴史的な勝利です。日本
の朝鮮に対する植民地支配が不法で
あること、侵略戦争の遂行に直結す
る強制動員・強制労働が反人道的な
不法行為であるということを明らか
にした世界史的な判決です。この判
決は韓国の裁判所で下された判決で
すが、日本での訴訟闘争がなかった
ら決して勝ち取ることができなかっ

たので、東アジアの平和を願う日
本、在日、韓国市民の粘り強い連帯
闘争が共に成し遂げた歴史的勝利で
す。また、この判決は日本の朝鮮に
対する植民地支配の不法性を明確に
したことから植民地主義の克服とい
う世界史的な流れにも符合するもの
であり、国際人権法と国際人道法の
成果を反映した記念碑的な判決で
す。
　しかし日本政府や日本製鉄、三菱
重工業、不二越など、加害企業は、
責任を認めて判決を履行するどころ
か、判決以降は一切の対話を拒否し
続けています。日本製鉄訴訟を支援
する私も弁護団とともに東京の日本
製鉄、三菱重工業、不二越の本社を
訪れ、問題の解決のための対話を申
し入れたことがあります。しかし、
被害者側の私たちに対する加害企業
の対応は門前払いでした。責任ある
方は誰も私たちと会ってくれません
でした。被害者側の弁護団、支援団
は3回も加害企業を訪れましたが、
門前払いの対応はは変わりませんで
した。ある時には右翼の脅しまで受

けたこともあります。

 歴史の真実に向き合う
 人々との出会いこそ
　「国際法違反だ」という一言だけ
を繰り返し、韓国の司法主権を無視
している日本政府の圧力に屈した加
害企業が対話に全く応じない以上、
被害者側は正当な権利行使として判
決の執行手続きを進めるしかありま
せんでした。しかし、日本政府は執
行手続きの書類送達を意図的に遅ら
せたり、拒否したりして、すべての
手続きを公示送達を通して進めなけ
ればなりませんでした。2018年に
判決が下されてから4年に近い時間
が過ぎまして、いま三菱重工業に対
する判決執行の最終段階の現金化が
目前まで迫ってきました。
　いわゆる「日韓関係の破綻」を危
惧する人々に問いたいです。日本政
府や加害企業の謝罪と賠償を求め
て、人権回復のために一生をかけて
たたかってこられた強制動員被害者
の人権より大切な日韓関係、「国益」

というのは、誰のためのものです
か ? 
　今回、たびせんが「植民地歴史博
物館」と「ナムヌの家」を紹介する
ために制作した動画のタイトルは
「‘日韓’平和をつなぐ歴史紀行」です。
強制動員被害者の人権を踏みにじ
る、飾りだけの日韓関係は、真の平
和をつくることができません。歴史
の真実と向き合う人々の出会いこそ
が、平和な日韓関係を築くことがで
きることを、私は皆さんとの出会い
を通して実感してきました。
　東アジアの平和を願う皆さん、植
民地歴史博物館でお待ちしておりま
す !

被害者の人権を踏みにじる
「日韓関係破綻」論に抗して

2017 年 8月 12日龍山駅に建てられた「強制動員労働者象」

7月 21日「屈辱的対日外交糾弾」市民社会団体立場発表記者会見
写真提供：韓日歴史正義平和行動（準）

金英丸（キム・ヨンファン）
民族問題研究所・植民地歴史博物館

対外協力室長
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　朝鮮人徴用工や日本軍「慰安所」制度等の歴史をめぐり日韓関係の悪化が声高に日本で語られるようになっ
てから、果たしてどれだけ多くの時間が過ぎ去ったことでしょうか。残念なことにこの間にも被害の認定と尊
厳の回復を求める生存者の多くがこの世を去りました。しかしながら敵愾心を煽るかのようなメディアリポー
トやインターネット上の扇動的な情報にあふれた環境と連動し、関係悪化をさけぶ声のほとんどがその原因を
韓国の側に見出そうとするもののようです。“そもそも”の話になりますが、加害性が問われる歴史の細部を私
たち自身一体どれだけ知っているのだろうか、という疑問も湧いてきます。たとえしんどさが伴うとしても一
人ひとりが静かに歴史と向き合う行為は、日韓関係の未来像を描いていくうえでも欠かせない通過点なのだと
思います。その行為の反復と成果の積み重ねが、敗戦までの政治と今日も続く政治の悪しき連続性を断ち切る
ことにもやがてはつながっていくのではないでしょうか。

「日韓」平和をつなぐ歴史紀行
植民地歴史博物館とナヌムの家
－日本人スタッフによる解説と被害者の声－

ナヌムの家
日本軍「慰安婦」歴史館
“ナヌム”とは“わかちあい”という意味。アジア・
太平洋戦争期に日本軍の性奴隷として強制動
員された被害女性のためのシェルターとして
1992年にスタート、今も生存者たちが暮らして
います。証言や歴史資料・絵画等の展示を通し
て日本軍「慰安所」制度の歴史を後世に伝え
るための日本軍「慰安婦」歴史館も併設されて
います。

植民地歴史博物館
2018年8月29日、韓国ソウルの

ヨンサン

龍山に開館した
韓日市民の手による博物館。民間の研究機関で
ある民族問題研究所(1991年設立)が植民地主
義克服のために取り組んできた資料収集、調査
研究、展示、日韓市民交流・連帯などの活動を土
台としています。多数の実物資料や体験者の証
言等から「わたし」にとって日本の朝鮮侵略・植
民地支配とは何かを考える展示、人権・平和・未
来のための活動を行っています。

販売価格
■DVD　2,200円（※送料別）
■ダウンロード版　一般  1,500円　学生  1,000円
　※表示価格はすべて税込み価格です。

販売価格
■DVD　2,200円（※送料別）
■ダウンロード版　一般  1,500円　学生  1,000円
　※表示価格はすべて税込み価格です。

DVD
ダウンロード版
絶賛発売中

DVD
ダウンロード版
絶賛発売中

◆植民地歴史博物館
1. 植民地歴史博物館 紹介
　韓日市民の手による博物館
2. 展示解説(1) 
　日本による朝鮮の植民地化
3. 展示解説(2) 
　植民地支配と朝鮮独立運動
4. 展示解説(3) 
　戦時下の朝鮮と人びとの暮らし
5. 強制動員被害者 証言
　わたしが歴史の証人
6. 展示解説(4) 
   「親日清算」の歴史的経緯
7. 活動紹介
   日韓市民交流・連帯のチカラ

◆ナヌムの家
8. ナヌムの家 紹介
　今も息づく歴史空間
9. 日本軍「慰安婦」歴史館Ⅰ
　日本軍「慰安所」制度とその歴史
10. 日本軍「慰安婦」歴史館Ⅱ
　 彼女たちが残したもの 
     －遺品と絵画－
11. 証　言
　彼女たちの声に耳を傾けてみる
12. Peace Road 
　－歴史と人権ワークショップ－
     共に歴史と向き合う国際交流

チャプター

●企画/制作/著作権者 植民地歴史博物館　ナヌムの家　植民地歴史博物館と日本をつなぐ会　（株）たびせん・つなぐ　「隣る人」工房
●映像編集 民族問題研究所　　
●発 売 元 （株）たびせん・つなぐ　☎03-5577-6300　https://tabisen-tsunagu.com

1930年代末から広範な地域に数多く強制
動員された朝鮮の学生、青年、女性たち

日本軍「慰安所」制度生存者の
パク・オクソンさん

「奪われた純情」
カン・ドッキョンさん

植民地歴史博物館での日韓連帯の取り組み

　韓国にある植民地歴史博物館と日本軍
「慰安婦」歴史館の豊富な資料が紹介され、
日本にいながらもまるで実際に見学したような
充実した内容でした。印象に残ったのは、両
館とも日韓市民の連帯によって作られてきたと
いうことでした。日本では歴史教育が後退していくなかで、
近年歴史修正主義者の声が大きくなっていることに危機
感を覚えます。さらに、在日コリアンなどへのヘイトをみるた
びに歴史を学ぶことの重要性を感じざるを得ません。
 日韓の市民によるこうした歴史教育を通して、お互いを理
解できる土壌をつくっていきたいと思いました。

東京23歳
女性

大学院生

　コロナ禍という厳しい環境の中、日韓が協力
し、素晴らしい動画を完成させたことに拍手で
す。日韓の歴史問題の核心ともいえる「日本植民
地時代」の加害と被害の歴史をわかりやすい説
明で勉強できて、動画を見ること自体がとても楽
しいし、優雅な時間でした。韓国人でもこういう植民地時代の
歴史はよくわからないまま感情的になる場合が多いです。
　当時の写真、書籍、服、鞄など実際のものをみながら納得す
る、理解する歴史は絶対忘れないし、否定もできません。お互
いの歴史にちゃんと向き合って、前に進められる原動力になっ
てほしいです。

韓国ソウル
現地社員

李胤守
（イ・ユンス）

　「日韓」の様々な問題、
あなたの なぜ？を
一緒に考える動画です。

　「日韓」の様々な問題、
あなたの なぜ？を
一緒に考える動画です。

一人ひとりが歴史と向き合う行為を
通過点にして

日本軍「慰安婦」歴史館
や じ ま

矢嶋　
つかさ

宰
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連動する自衛隊と
米軍の一体化
　いま奄美大島から与那国島に
いたる南西諸島において、自衛
隊ミサイル基地建設が急ピッチ
で進められています。沖縄県内
では一足早く建設された与那国
島の警備隊基地のほかに宮古島、
石垣島でミサイル基地が造られ
つつあります。沖縄は在日米軍
基地が集中し、それだけでも様々
な問題が起こっているのに、加
えて自衛隊基地まで新設されて
ますます軍事要塞化されていく
ようで不安が高まります。
　このような自衛隊基地増強と、
自衛隊が米軍と一体化していく
事態は連動しています。2018 年
には陸上自衛隊の中に「水陸機
動団」という部隊が創設されま
した。これは自衛隊版海兵隊と
もいうべき存在で、「敵地」に乗
り込んでいって戦闘する部隊で
す。この部隊は現在米海兵隊が
使用しているのと同じ水陸両用
装甲車 AAV7 をすでに 53 輌購
入して配備しています。そして
米軍と一体になって離島奪還訓
練も行なっています。さらには
いま埋め立てが進んでいる辺野
古の海兵隊基地キャンプ・シュ
ワブにこの水陸機動団の一部隊
が常駐するという計画まで明ら
かになりました。今までも米軍
の訓練地で自衛隊が米軍と共同
訓練をするのは日常的になされ
ていますが、米軍基地に自衛隊
が常駐するというのは前例のな
いことです。

島々が戦場に̶̶
軍隊は住民を守らない
　離島奪還訓練にしても政府の説
明は尖閣諸島を想定しているなど
と説明しますが、実際は宮古島、
石垣島に「敵」が上陸占領した場
合、それをどのような作戦で奪い
返すかが訓練の目的です。その際
に、それぞれの島々に暮らす約 5
万人ずつの住民の避難をどうする
かなどは任務にないことまで明ら
かになっています。住民が住む
島々がそっくり戦場になってしま
うのです。住民を巻き込んで地上
戦が繰り広げられた沖縄戦の再来
です。
　沖縄戦の教訓は「基地のある所
に戦争がやってくる」、「戦争になっ
たら軍隊は住民を守らない」とい
うことでした。それはもう忘れら
れてしまったのでしょうか。基地
があれば守ってもらえて安心どこ
ろか、戦争を呼び込んでしまうの
が軍事基地です。それがいま着々
と宮古島・石垣島に造られていく
のですから不安でなりません。
　宮古島では弾薬庫建設が進む保
良 ( ぼら ) 地区での反対が大きい
です。弾薬庫から最も近い住宅ま
で 200m しか離れていないのです
から当然です。
　また石垣島の自衛隊基地建設現
場の周辺 4 地域も公民館単位で反
対を表明しています。ここは特に
戦後、沖縄本島や台湾からも集団
で入植し開拓してきた地域です。
それまでマラリア有病地帯として
めったに人も住まない場所が、戦
後の開拓団の苦労によってジャン

グルを切り開き豊かな農地に変え
ていった地域です。そこに水質汚
染などをもたらす自衛隊基地がつ
くられるというのですから、反対
するのも当然だと思います。
　沖縄本島でもうるま市勝連にミ
サイル部隊配備、南西諸島全体の
司令部設置が計画されており、那
覇空港にある航空自衛隊はその規
模が倍増されました。

核弾頭搭載可能な
中距離ミサイルも
　恐ろしいのはこうした基地に配
備されるのが自衛隊のミサイルだ
けではないということです。アメ
リカが開発した新型の中距離ミサ
イルが 2023 年から配備され始め
る計画もあります。これは射程が
500km～5,000km というもので中
国本土まで届いてしまいます。し
かも簡単に核弾頭に変更できると
いうのです。沖縄には 1960 年代、
中国本土に照準を定めていたメー
スBという中距離核ミサイルが配
備され、1962 年のキューバ危機に
際しては発射寸前まで行ってしま
いました。その恐怖が再び襲って
きます。
　今までは沖縄に集中する米軍基
地は「沖縄問題」と本土に住む多
くの人は思ってきたことでしょ
う、本当は日本の問題なのですが。
ところが、アメリカが配備しよう

としている新型中距離ミサイルは
沖縄だけで済みません。日本全土、
できるだけ多くの場所に置きたい
と思っているらしいです。これは
日本全体の問題になっていきま
す。どこにいても核戦争の恐怖か
ら逃れられなくなります。
　6月 21～23日、オーストリアの
ウィーンで核兵器禁止条約の第 1
回締約国会議が開かれました。こ
の条約には世界の 65 か国が批准
し、85か国が署名しています。ド
イツやオランダなど日本と同じよ
うに米国の「核の傘」のもとにあ
る国も会議にはオブザーバー参加
をしています。ところが世界で唯
一の被爆国である日本はこの条約
にも賛成せず、会議にオブザー
バー参加すらしませんでした。核
が核を抑止できるという「核抑止
論」はもはや成り立たないという
世界のすう勢に対して、日本は米
国との核共有、敵基地へのミサイ
ル先制攻撃など政府内で声が出て
きて、世界的な核廃絶の動きに
真っ向から対立する姿勢を示して
います。日本は世界の先頭に立っ
て核廃絶に向けてリーダーシップ
を発揮すべきだと思うのですが、
現実はその真逆であって残念でな
りません。もはや政府に任せては
おけません。市民が中心になって
核廃絶に向けて声を上げ、世界の
人々と手をつなぎあっていかねば
ならないときだと思います。

◀宮古島・千代田基地

石垣島・自衛隊基地建設地
平得大俣地区「ジュマールゴルフ場」

◀建設が進む
　宮古島・保良(ぼら)
　弾薬庫

基地のある所に戦争がやってくる基地のある所に戦争がやってくる
か な い

金井　
はじめ

創
日本基督教団佐敷教会牧師

辺野古抗議船船長
軍事要塞化の進む南西諸島のいま

▲うるま市平敷屋の米
海軍ホワイトビー
チ。ここに隣接して
自衛隊勝連分屯地
がある。
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定価：1,100円(税込) 送料別途
※カレンダーの売上金の一部は辺野古や高江などの沖縄支援にあてられます。また、沖縄支援募金(1口1,000円)も
併せて募ります。

2023年　沖縄支援カレンダー
　
恒
久
平
和
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

　
沖
縄
が
復
帰
し
た 

1
9
7
2 

年 

5 

月
 15
日
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し

た
。当
時
の
復
帰
式
典
で
屋
良
朝
苗
県
知
事
は「
必
ず
し
も
私
ど
も
の
切

な
る
願
望
が
入
れ
ら
れ
た
と
は
言
え
な
い（
中
略
）。私
ど
も
に
と
っ
て
、こ

れ
か
ら
も
な
お
き
び
し
さ
は
続
き
、新
し
い
困
難
に
直
面
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」と
語
っ
た
。現
在
も
基
地
負
担
と
米
軍
人
の
犯
罪
は
絶
え
な
い
。

さ
ら
に
絶
滅
危
惧
種
ジ
ュ
ゴ
ン
が
生
息
す
る
自
然
豊
か
な
海
で
日
米
両

政
府
が
強
行
す
る
辺
野
古
新
基
地
建
設
。ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

も
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
戦
争
で
犠
牲
に
な
る
の
は
一
般
市
民
で
あ
る
。民

意
は
、戦
争
犯
罪
に
つ
な
が
る
基
地
の
な
い
平
和
な
島
と
、自
然
豊
か
な

住
み
よ
い
島
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

山
城  

博
明（
元
琉
球
新
報
カ
メ
ラ
マ
ン
）　

年、たびせんのカレンダーを楽しみにお待ちいただいている方
も、今回、初めて知った方も、久しぶりに買ってみようかなと思わ

れた方も…。2023年もとっても素敵なカレンダーが出来上がりました！
毎月、沖縄の貴重な動植物の写真をながめて、沖縄に思いを寄せて
いただけたらうれしいです。

毎

2023　安斎育郎絵手紙 卓上カレンダー
福島応援プロジェクト

環境に配慮してペーパーリングを使用していますので、紙とともに土に還ります。

▲原発問題住民運動全国連絡センター代表委員
　伊東達也さんにあてた絵手紙

福島の古刹・宝鏡寺の早川篤雄住職に
あてた絵手紙▼

2023年のカレン
ダーだけど、

絵手紙ページを
飾ればずっと使

える！

　安斎育郎先生（立命館大名誉教授・立命館大国際平和ミュージア
ム名誉館長）が12名の友人・知人に宛てた絵手紙を、12か月の卓
上カレンダーにしました。
　震災・原発事故の福島で復興に頑張る人びとや、世界の平和と
核兵器廃絶のために活躍する人びとなど、安斎先生の心温まる文
章とほのぼのとした絵とも相まって、これらの人々を大きく励まし、
それを見る私たちにもまた、勇気と力を与えてくれる絵手紙卓上カ
レンダーです。

机の上に置く
とちょうど良

いサイズ！

机の上に置く
とちょうど良

いサイズ！

定価1,100円
 （税込）送料別途
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み う ら

三浦　
ひ ろ し

広志
特定活動法人野馬土

代表理事

復興へ、
若手農業者の育成
　東日本大震災・原発事故前の私は、
南相馬市小高区井田川で農業を営ん

でいましたが、農地の全てが津波に
飲み込まれ、2012 年 7 月頃までの
約 1 年 4 か月は、農地は水の底に
沈んでいました。原発事故による強
制避難によって何も回復の手立てを
とることもできないまま数年が経過

し、その間は相馬
市・新地町に NPO
法人を立ち上げ、
避難先の復興活動
に携わっていまし
た。2012 年からは
コメの全量全袋検
査をはじめとする
農産物の放射能測
定をおこない、福
島県全域で安心し
て農業が営めるよ

う、農作物に原発由来の放射性物質
が取り込まれないような対策の確立
とその実践とともに、農地の土壌放
射能データを取り、将来予測をおこ
ないました。
　また、2011 年から始めた太陽光
発電事業を浜通り北部地域の広範囲
に拡大し、売電収入で減少した農業
所得を補填し、農家の生産意欲の維
持に努めました。避難元である故郷・
南相馬市小高区については、数年は
あきらめていました
が、未来に向けた
準備を始めよう
と、2014 年に
荒れ果てた農
地に太陽光発
電所をいくつ

か設置し、それを財源として農業の
担い手を育成、農地が復旧するまで
の期間の人件費の確保を目指しまし
た。計画は順調に進み、太陽光発電
所周辺にいくつかの農業法人が出
来、若手の農業者が育成されつつあ
ります。

ブルーベリーパーク
ぴぽぱ
　2016 年 7 月
に避難指示が
解除された小
高区井田川は、
それ以降に農
地や営農の復
興モデルを構想し、180 人以上の地
権者の皆さんの合意を得ながら農地
を作り替える計画を作りました。国
からの補助金の他に、農地の真ん中
に 50ha（東京ディズニーランドと
同面積）のメガソーラーの建設に同
意し、その売電益の中から農地・農
業の復興に資するための資金を提供
していただいています。
　2019 年には、地上 3m の高さで
太陽光発電をし、その下でブルーベ
リーを栽培する営農型太陽光発電
（ソーラーシェアリング）を始めま
した。太陽光発電は、土砂崩れの心
配の少ない農地に相性がよく、復興
する農地にこそ未来を見据えた農
業・食料とエネルギーを併存させた
いと考えたからです。
　ブルーベリーは３年目の今年、よ
うやく収穫を開始することができま
した。人がいなくなったこの地に、
できるだけ人に来ていただけるよう
に、摘み取り体験の出来る『ブルー
ベリーパークぴぽぱ』を開設しまし

た。開園に当たっては、小高区に移
住してきたデザイナーさんや福島大
学の学生さんたちの協力を得まし
た。今年はまだ試行錯誤の繰り返し
ですが、来年は周りに施設も整備し
て、バージョンアップしていきたい
と思っています。

毎年広がる農地、
新しい未来
　農地の基盤
整備工事がブ
ルーベリー園
の周辺から開
始されまし
た。2 月から
始まり、6月に35aの畑が完成、オー
ガニックで綿花と大豆を栽培してい
ま す。7 月 末 に は 一 枚 の 水 田
(1.6ha) が出来上がりました。
９月にはレンゲを播いて花を
楽しんだ後、来年は 13 年
ぶりの田植えをしたいと
思っています。
　これから農地が毎年
広がっていきます。工
事が完了すると 110ha
の農地が再生し、そのうち
の 60ha 以上の農業経営をお
こないます。ロボットトラクター・

ドローンなどの最先端技術の農機具
を使うスマート農業をはじめ、原発
事故以前のように有機農業も拡大予
定です。
　私の生まれ育った井田川集落は、
避難先から帰ってくる人は、今のと
ころ皆無です。誰もいなくなった『ム
ラ』を新しい『農地・農業』を通じ
て魅力のある場所に変えていこうと
思っています。学生の皆さんや新た
に移住してくる人たちとの企画も進
んでおり、彼らと新しい未来を作り
たいと思っています。人がいなく
なった農地で、少ない人手でもでき
る農業から始めなければなりませ
ん。この地域に適した、楽しい農業
を、今、始めます。

3・11東日本大震災・原発事故から11年
食料・エネルギー併存の新しい農業めざして

「ぴぽぱ」プレオープンに協力するた学生たち

綿花栽培のための畑づくり

ブルーベリーパークぴぽぱ
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